
感染症内科 

上平朝子 

当院は平成 9年 4月にエイズ治療の近畿地方ブロック拠点病院に選定され、診療、研究、情報発

信、教育研修の 4つの機能を求められている。当院の HIV患者数は、1年間で 240名以上の新規患

者が受診し、平成 23年 2月末現在、当院の HIV感染症累計患者数は約 1900名を超えている。入院

の累積患者数も 2000名以上となり、外来・入院ともに診療患者数は年々増加している。当科では、

HIV 感染症に関する多様なニーズに対して、医師、看護師、薬剤師、カウンセラー、情報担当官、

ソーシャルワーカーらでチーム医療を実践している。現在の診療内容は、HIV感染症が全体の 9割

近くを占めており、その他は免疫疾患、一般感染症（一類、二類を除く）などである。 

「主な診療、研究」 

日和見感染症に対する治療や予防の進歩と抗 HIV 療法の確立によってエイズによる死亡者数は減

少した。当科では、多彩な日和見感染症や日和見腫瘍の診療を行っている。また、新しい抗 HIV薬

も次々と承認され、現在は一日一回療法も可能となるなど、最新の治療を提供している。しかし、

長期間にわたり正確な内服を継続しなければならない抗 HIV療法の身体的、精神的負担、難治性病

態への対応など課題もあり、調査や臨床研究、症例検討会なども行っている。抗 HIV薬の治療効果

や副作用の調査及び検討、HIV関連の悪性腫瘍（主に悪性リンパ腫やカポジ肉腫）や神経疾患、免

疫再構築症候群、急性 HIV感染症などの難治性病態についての臨床研究や症例検討、ウイルス肝炎

（HCV、HBV）と HIV との重複感染についての症例研究などを行い、多施設との共同研究にも参

加し、日本エイズ学会を始めとした多くの学会で発表している。 

「情報発信、教育研修」 

HIV感染症は、病原体も感染経路も予防方法も明らかであるにも関わらず蔓延している。特に日本

では、30～40歳代の若者を中心に患者数が増加しており、しかも未だに偏見差別の対象である。拡

大する性感染症としての HIV感染症を予防するために、病気についての正しい知識を幅広く提供し

ている。現在、ブロック拠点病院である当院に HIV感染症患者が集中していることから、中核拠点

病院を始めとした各拠点病院との連携をさらに強化し、HIV診療のレベルの向上や人材育成を図る

ために、専門医師養成実地研修、各種専門職研修、一般研修など多数の研修を実施している。さら

に、HIV患者の長期療養や一般医療の必要性も高まっており、拠点病院だけでなく、地域の医療機

関や訪問看護との連携も積極的に行っている。また、診療のコンサルテーション、HIVの針刺し後

の対応、生活療養支援などを含む、さまざまな相談をすみやかに対応できるようなシステムの構築

をめざし、各種マニュアルや冊子を作成し配布している他、ホームページを随時更新し、最新の情

報発信を行っている。 
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谷口智宏、米本仁史、小川吉彦、坂東裕基、矢嶋敬史郎、笠井大介、渡邊大、西田恭治、上平朝子、

白阪琢磨：HIV診療におけるグラム染色の有用性の検討。第 24回日本エイズ学会学術集会・総会、

東京、2010年 11月 

 

小川吉彦、米本仁史、坂東裕基、矢嶋敬史郎、谷口智宏、笠井大介、渡邊大、西田恭治、上平朝子、

白阪琢磨：当院における脳原発悪性リンパ腫の検討。第 24 回日本エイズ学会学術集会・総会、東

京、2010年 11月 

 

上平朝子、矢嶋敬史郎、小川吉彦、谷口智宏、笠井大介、坂東裕基、米本仁史、渡邊大、西田恭治、



児玉良典、眞能正幸、白阪琢磨：当院における HIV関連リンパ腫についての検討。第 24 回日本エ

イズ学会学術集会・総会、東京、2010年 11月 

 

矢倉裕輝、櫛田宏幸、吉野宗宏、桒原健、米本仁史、小川吉彦、坂東裕基、矢嶋敬史郎、笠井大介、

谷口智宏、渡邊大、西田恭治、上平朝子、白阪琢磨：ST 合剤の先発、後発医薬品の品質評価およ

び過敏症の発現頻度に関する比較検討。第 24回日本エイズ学会学術集会・総会、東京、2010年 11

月 

 

菊池嘉、遠藤知之、南留美、伊藤俊広、田邊嘉也、上田幹夫、横幕能行、渡邊大、藤井輝久、宮城

島拓人、建山正男、中村仁美：多施設共同疫学調査における HAART の有効率 2009。第 24 回日本

エイズ学会学術集会・総会、東京、2010年 11月 

 

B-5 

谷口智宏、小川吉彦、米本仁史、坂東裕基、矢嶋敬史郎、笠井大介、渡邊大、西田恭治、上平朝子、

白阪琢磨：薬物中毒者における市中感染型MRSAによる三尖弁, 僧帽弁への感染性心内膜炎の 1例。

第 192回日本内科学会近畿地方会、大阪、2010年 9月 

 

坂東裕基、渡邊大、上平朝子、白阪琢磨、吉岡千晶、葛下典由、中野知沙子、和田晃、児玉良典、

眞能正幸：基礎疾患に肝硬変を有する重症新型インフルエンザ(H1N1)の 1例。第 192回日本内科学

会近畿地方会、大阪、2010年 9月 

 

谷口智宏、坂東裕基、小川吉彦、矢嶋敬史郎、渡邊大、上平朝子、白阪琢磨：悪寒戦慄から血液培

養採取までの時間は培養陽性割合に関連する。第 53 回日本感染症学会中日本地方会学術集会、京

都、2010年 11月 

 

高島聡士、酒井佳奈紀、高松彩子、中野知沙子、倭成史、伊藤孝仁、若井聡智、渡邊大、多賀谷昌

史、和田晃：集中的治療にても救命し得なかった劇症型抗リン脂質抗体症候群の１例。第 193回日

本内科学会近畿地方会、2010年 12月、神戸 
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上平朝子：HIV/AIDS 医療の現状と当院の役割。平成 22年度新採用職員研修、大阪、2010年 4月 

 

白阪琢磨：ご存知ですか？HIV/AIS のことを・・・。大阪中之島ロータリークラブ HIV/AIDS に関

する講演会、大阪、2010年 4月 

 

白阪琢磨：HIV感染症/AIDSについて。大阪大学講義、大阪、2010年 5月 

 

白阪琢磨：HIV 感染症治療の最近の話題。第 7 回抗福岡 HIV 感染症治療研究会、福岡、2010 年 5

月 

 



白阪琢磨：抗 HIV療法のガイドライン改訂について。第 20 回抗ウイルス療法研究会サテライトシ

ンポジウム、熊本、2010年 5月 

 

白阪琢磨：HIV感染症治療の最前線。熊本大学セミナー、熊本、2010年 5月 

 

白阪琢磨：AIDS臨床と治療。第 22年度課題別研修「HIV/AIDS の診断・予防・対策モデル」、大阪、

2010年 5月 

 

白阪琢磨：病院・ホスピス・施設の現状理解。第 21期「ビハーラ活動者養成研修会」、京都、2010

年 6月 

 

白阪琢磨：HIV感染症の診断と治療の最新情報。アボットフェアー2010大阪、大阪、2010年 6月 

 

白阪琢磨：HIV/AIDSって何？。忍頂寺小学校研修、大阪、2010年 7月 

 

白阪琢磨：HIV/AIDS についての基礎知識。HIV検査業務に関わるスタッフ研修会、大阪、2010年

7月 

 

白阪琢磨：エイズについての最新情報。訪問看護研修会、大阪、2010年 7月 

 

白阪琢磨：HIV/AIDS の基礎知識。訪問看護研修会、岐阜、2010年 7月 

 

白阪琢磨：HIV感染者の人権問題について。2010年度「人権相談員養成講座」、大阪、2010年 8月 

 

白阪琢磨：大阪府における HIV診療の実際。HIV陽性者の歯科診療の課題と対策研修会、大阪、2010

年 9月 

 

白阪琢磨：針刺し・切創事故防止対策及び AIDS の現状。平成 22 年度日本赤十字社長崎原爆病院

職員研修会、長崎、2010年 9月 

 

白阪琢磨：HIV/AIDS の歴史と感染者の動向。平成 22年度 HIV/AIDS 看護研修 入門コース、大阪、

2010年 9月 

 

西田恭治：薬害エイズについて。平成 22 年度 HIV/AIDS 看護研修 入門コース、大阪、2010 年 9

月 

 

谷口智宏：HIV 感染症を含む性感染症の治療と予防。平成 22 年度 HIV/AIDS 看護研修 入門コー

ス、大阪、2010年 9月 

 

白阪琢磨：疾患の基礎的なこと、医療について。HIV/エイズについて知るための研修会、大阪、2010



年 9月 

 

白阪琢磨：HIV感染症の現状。第 2回宮城県 HIV/AIDS 勉強会、宮城、2010年 9月 

 

白阪琢磨：HIV感染症治療の最前線。患者相談員研修会、大阪、2010年 10月 

 

渡邊大：HIV/AIDS の基礎知識①HIV抗体検査について。平成 22年度 HIV/AIDS 看護師研修 基礎

①コース、大阪、2010年 10月 

 

渡邊大：HIV/AIDS の基礎知識②HIV/AIDS の病態・診断・治療、日和見感染症の概要。平成 22 年

度 HIV/AIDS看護師研修 基礎①コース、大阪、2010年 10月 

 

笠井大介：感染防止対策について（針刺し事故時の対応）。平成 22年度 HIV/AIDS 看護師研修 基

礎①コース、大阪、2010年 10月 

 

白阪琢磨：HIV/AIDS の基礎知識。訪問看護研修会、東京、2010年 10月 

 

白阪琢磨：HIV について。独立行政法人国立病院機構大阪南医療センター感染対策研修会、大阪、

2010年 10月 

 

白阪琢磨：HIVの最新治療。HIV予防教育リーダー養成研修、大阪、2010年 10月 

 

白阪琢磨：HIV 感染症の疫学、抗 HIV 療法の考え方、薬剤耐性 HIV 変異。平成 22 年度 HIV 感染

症医師実地研修会(1ヶ月コース)、大阪、2010年 10月 

 

渡邊大：HIV感染症の診断と告知。平成 22 年度 HIV感染症医師実地研修会(1 ヶ月コース)、大阪、

2010年 10月 

 

渡邊大：HIV急性感染。平成 22 年度 HIV感染症医師実地研修会(1 ヶ月コース)、大阪、2010 年 10

月 

 

上平朝子：外来・病棟その他医療体制。平成 22年度 HIV感染症医師実地研修会(1ヶ月コース)、大

阪、2010年 10月 

 

矢嶋敬史郎：日和見感染症診療カポジ肉腫。平成 22年度HIV感染症医師実地研修会(1ヶ月コース)、

大阪、2010年 10月 

 

矢嶋敬史郎：日和見感染症診療クリプトコッカス症、カンジタ症他。平成 22年度 HIV感染症医師

実地研修会(1ヶ月コース)、大阪、2010年 10月 

 



笠井大介：日和見感染症診療ニューモシスチス肺炎。平成 22年度 HIV感染症医師実地研修会(1ヶ

月コース)、大阪、2010年 10月 

 

坂東裕基：日和見感染症診療 HIV脳症、PML。平成 22年度 HIV感染症医師実地研修会(1ヶ月コー

ス)、大阪、2010年 10月 

 

谷口智宏：STD診療。平成 22年度 HIV感染症医師実地研修会(1ヶ月コース)、大阪、2010年 10月 

 

谷口智宏：日和見感染症診療抗酸菌症。平成 22年度 HIV感染症医師実地研修会(1ヶ月コース)、大

阪、2010年 10月 

 

笠井大介：針刺しによる HIV暴露後対策。平成 22年度 HIV感染症医師実地研修会(1ヶ月コース)、

大阪、2010年 10月 

 

小川吉彦：日和見悪性腫瘍。平成 22 年度 HIV 感染症医師実地研修会(1 ヶ月コース)、大阪、2010

年 10月 

 

上平朝子：免疫再構築症候群。平成 22年度 HIV感染症医師実地研修会(1ヶ月コース)、大阪、2010

年 10月 

 

西田恭治：薬害 HIV・血友病診療。平成 22 年度 HIV感染症医師実地研修会(1 ヶ月コース)、大阪、

2010年 10月 

 

米本仁史：日和見感染症診療 CMV感染症。平成 22年度 HIV感染症医師実地研修会(1ヶ月コース)、

大阪、2010年 10月 

 

白阪琢磨：HIV/AIDS。平成 22年度日本医師会生涯教育講座、大阪、2010年 11月 

 

白阪琢磨：HIV とエイズ。第 20 回日本新生児看護学会学術集会ランチョンセミナー、兵庫、2010

年 11月 

 

白阪琢磨：HIV感染症診療のコツ。神戸市医師会学術講演会、兵庫、2010年 11月 

 

白阪琢磨：HIV/エイズの病態と最新の医療について。感染症対策にかかる保健師研修（応用編）、

大阪、2010年 11月 

 

白阪琢磨：エイズ教育（性教育）の進め方。平成 22年度新規採用養護教諭研修（第 10回）、大阪、

2010年 11月 

 

白阪琢磨：大阪における HIV/エイズの現状について。平成 22 年度エイズ予防週間講演会、大阪、



2010年 11月 

 

白阪琢磨：HIV感染症/AIDSについて。大阪府立大学看護学部 2年次生講義「生活支援論・地域Ⅱ」、

大阪、2010年 12月 

 

白阪琢磨：HIV陽性者とエイズ患者への療養生活を考える～正しい知識を知らないための誤解と偏

見～。平成 22年度生活保護施設連盟人権問題研修会、大阪、2010年 12月 

 

白阪琢磨：HIV 感染症・AIDS の治療、予防対策～大阪の現状～。記者懇談会、大阪、2010 年 12

月 

 

白阪琢磨：HIV/AIDS の基礎知識。訪問看護研修会、広島、2010年 12月 

 

矢嶋敬史郎：日和見感染症の病態と治療①ニューモシスチス肺炎、結核。平成 22 年度 HIV/AIDS

看護師研修 応用①コース、大阪、2010年 12月 

 

小川吉彦：日和見感染症の病態と治療②サイトメガロウイルス網膜炎、悪性リンパ腫。平成 22 年

度 HIV/AIDS 看護師研修 応用①コース、大阪、2010年 12月 

 

坂東裕基：日和見感染症の病態と治療③HIV脳症、進行性多巣性白質脳症。平成 22年度 HIV/AIDS

看護師研修 応用①コース、大阪、2010年 12月 

 

上平朝子：HBV/HCV 重複感染の治療。平成 22 年度 HIV/AIDS 看護師研修 応用①コース、大阪、

2010年 12月 

 

上平朝子：HIV 陽性妊婦の治療とその支援。平成 22 年度 HIV/AIDS 看護師研修 応用①コース、

大阪、2010年 12月 

 

白阪琢磨：HIV感染症・治療。大阪赤十字看護専門学校講義、大阪、2010年 12月 

 

上平朝子：女性と HIV感染症。関西 HIV臨床カンファレンス看護部会、大阪、2010年 3月 

 

上平朝子：感染症とその対策について。エルケア株式会社講演、大阪、2010年 4月 

 

上平朝子：合併症妊娠と薬物療法 HIV。平成 22 年度妊婦・授乳婦薬物療法認定薬剤師講習会、東

京、2010年 5月 

 

上平朝子：感染症コース「HIV感染症」。関西医科大学 3回生講義、大阪、2010年 6月 

 

上平朝子：HIV感染者の長期療養支援￣大阪医療センターの症例 介護が必要になった症例を中心



に―。平成 22 年度第 1 回中国・四国ブロックエイズ治療拠点病院等連絡協議会、広島、2010年７

月 

 

上平朝子：疾患の基礎的な事。HIV/エイズ等感染症について知るための講座、大阪、2010年 9月 

 

上平朝子：HIV/AIDS の基礎知識。HIV/AIDS 研修会、奈良、2010年 10月 

 

上平朝子：日和見感染症の診断・治療と近年話題の疾患。第 4回中国四国地方エイズ拠点病院診療

医師のための研修会、広島、2010年 12月 

 

富成伸次郎：HIV 感染症～疫学と治療の最前線～。院内研修会（院内感染予防対策委員会主催）、

京都、2010年 10月 

 

渡邊大：HIV/AIDS 基礎知識。第 19回看護師のためのエイズ診療従事者研修、広島、2010年 9月 

 

渡邊大：急性 HIV感染症。京滋 HIV講演会、京都、2010年 9月 

 

渡邊大：これだけは知っておきたい HIVの知識。院内感染防止対策講習会、大阪、2010年 10月 

 

笠井大介：簡単に分かるエイズ診療。平成 22 年度四国地方エイズ拠点病院コミュニケーションス

キル向上のための会議、香川、2010年 12月 

 

西田恭治：血友病について。MR社内勉強会、大阪、2010年 1月  

 

西田恭治：血友病の歴史と疫学。アドベイド発売 3周年記念、大阪、2010年 4月 

 

西田恭治：日本の血友病の現状。大阪ヘモフェリア看護懇話会、大阪、2010年 5月 

 

西田恭治：「大阪医療センターの血友病・整形外科コンバインドクリニックについて」「最近の血友

病治療‐製剤と止血管理」。近畿医療等相談会、大阪、2010年 9月 

 

西田恭治：血友病を取り巻く最近の話題。関東医療等相談会、東京、2010年 10月 

 

西田恭治：検査・診断、止血管理の実際、関節機能の評価。THE NEXT、大阪、2010年 10月 

 

西田恭治：症例から学ぶ HIV感染症診療のコツ。第 24 回日本エイズ学会学術協会・総会共催セミ

ナー、東京、2010年 11月 

 

西田恭治：最近の血友病をとりまく問題～保因者などの女性問題を含めて。京都ヘモフィリア友の

会滋賀フェモフィリア友の会交流会、京都、2011年 1月 



白阪琢磨：アサリの貝毒。毎日放送 VOICE、2010年 6月 8日放送 

 

矢嶋敬史郎：マラビロクにおける基礎・臨床の現状。Maraviroc Clinical Communication Program、オ

ーストラリア、2011年 1月 

 

白阪琢磨：知っておきたい HIV 感染症。HIV 陽性者支援事業 HIV/AIDS 学習会、大阪、2011 年 1

月 

 

白阪琢磨：HIV/AIDS 歴史と感染者の動向。平成 22 年度第 2 回感染対策講習会、大阪、2011 年 1

月 

 

白阪琢磨：HIV陽性者とエイズ患者への療養支援を考える。地域包括支援センター管理者会、大阪、

2011年 1月 

 

白阪琢磨：HIV/AIDS の現状。院内感染予防対策・人権啓発職員研修、大阪、2011年 1月 

 

白阪琢磨：HIV 感染症の長期合併症について。HIV 感染症治療に関する最近の話題、福井、2011

年 1月 

 

白阪琢磨：HIV/AIDS の現状。院内感染予防対策・人権啓発職員研修、大阪、2011年 1月 

 

白阪琢磨：当院 HIV 診療の現状および最新の治療について。HIV 感染症研修会、大阪、2011 年 1

月 

 

白阪琢磨：HIV感染症の抗 HIV療法。HIV感染症研修会、大阪、2011年 1月 

 

渡邊大：HIV感染症の診断。HIV感染症研修会、大阪、2011年 1月 

 

矢嶋敬史郎：日和見感染症。HIV感染症研修会、大阪、2011年 1月 

 

笠井大介：針刺し暴露後対策。HIV感染症研修会、大阪、2011年 1月 

 

上平朝子：女性と HIV。HIV感染症研修会、大阪、2011年 1月 

 

西田恭治：HIVと血友病。HIV感染症研修会、大阪、2011年 1月 

 

矢嶋敬史郎：HIV感染症の基礎知識。平成 22年度 奈良医大 4回生実習、奈良、2011年 2月 

 

坂東裕基：日和見感染症 HIV脳症。平成 22年度 奈良医大 4回生実習、奈良、2011年 2月 

 



白阪琢磨：HIV感染症の疫学。平成 22年度 奈良医大 4回生実習、奈良、2011年 2月 

 

笠井大介：針刺し暴露後対策。平成 22年度 奈良医大 4回生実習、奈良、2011年 2月 

 

西田恭治：血友病診療。平成 22年度 奈良医大 4回生実習、奈良、2011年 2月 

 

渡邊大：HIV感染症の診断。平成 22年度 奈良医大 4回生実習、奈良、2011年 2月 

 

矢嶋敬史郎：日和見感染症 結核とカポジ肉腫。平成 22 年度 奈良医大 4 回生実習、奈良、2011

年 2月 

 

小川吉彦：日和見感染症 合併症としての悪性腫瘍。平成 22年度 奈良医大 4回生実習、奈良、2011

年 2月 

 

白阪琢磨：HIV感染症治療の現状。京都医療センター附属京都看護助産学校、京都、2011年 2月 

 

谷口智宏：？HIVとスメア。HIV診療及び感染症診療についての講演会、沖縄、2011年 2月 

 

谷口智宏：「論文を書こう」臨床医における情報管理。HIV診療及び感染症診療についての講演会、

沖縄、2011年 2月 

 

上平朝子：HIV陽性者への療養支援を考える。交野介護支援専門員協会、大阪、2011年 2月 

 

白阪琢磨：HIV感染症/エイズについて。大阪府看護協会府北支部研修会、大阪、2011年 2月 

 

矢嶋敬史郎：新しい薬剤（ラルテグラビル・マラビロク）。平成 22年度 滋賀県 HIV関連病院研修

会、滋賀、2011年 2月 

 

笠井大介：HIV/AIDS を疑うとき、またその対処法は―日和見感染症と急性感染―免疫再構築症候

群。平成 22年度 滋賀県 HIV関連病院研修会、滋賀、2011年 2月 

 

谷口智宏：疾患に立ち向かう臨床検査シリーズ 4―呼吸器感染症―「臨床医の立場から」。国臨協近

畿支部研修会、大阪、2011年 2月 

 

白阪琢磨：HIV 陽性者の療養支援について。平野区社会福祉施設連絡会 定例会、大阪、2011 年 3

月 

 

白阪琢磨：増え続ける本邦の HIV感染者―近畿地方における最近の動向―。HIV感染症シンポジウ

ム 2011、滋賀、2011年 3月 

 



上平朝子：HIV感染症および合併症における診断の進歩。HIV感染症シンポジウム 2011、滋賀、2011

年 3月 

 

上平朝子：HIV患者における腎臓機能障害の問題。第 76回大阪透析研究会、大阪、2011年 3月 

 

西田恭治：成人における定期補充療法。第 7 回東海北陸ヘモフィリアセミナー、愛知、2011 年 3

月 

 

 


